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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・医療安全管理委員会より11月分の事故、インシデント報告の状況についての掲示がされているため、各自で確認するように。

・診療情報・個人情報等管理委員会より、マイナンバーに関するアンケートの依頼がきているため、提出するように。締め切りは14日（月）。

＜カウンセリング・面談報告＞

・相馬　麻美様～主治医の退職、転院に伴い、終結となる。振り返ってみると、母親との関係性を見つめなおす目的であり、母親に対して「期待していない」と言いつつも、期待し、期待を裏切られ腹を立てていたことに気づく。自分のこと、内面について語る機会が無くなることでの不安があると言う。まずは、転院して様子を見るようにし、それでもカウンセリングの場が必要と感じた際は、当院へ受診相談して欲しいことを伝える。

・七崎　之利様～仕事は忙しく大変な部分も多いが楽しみを見つける事が出来ていた。定時に帰る事ができるように仕事を自分で切り上げることも出来ていた。年末が近づき、忘年会に誘われる機会が多く、気が重いと言う。自分の時間をきちんと確保したいとの理由で、母親とも話をし、自分だけの時間を作るようにしており、自分を大切、守るということが実行できており、支持している。

＜新患情報＞

12/7（月）　馬場良治様（78）　病名：軽度認知障害（平成25年時）　主治医：千葉潜Dr

 平成25年7月29日、かかりつけ医より認知症の鑑別診断を受けるように勧められ、当センターを初診。軽度認知障害との診断に至り、治療の必要性は無く、通院治療はしていなかった。平成27年12月21日、長女様より受診相談がある。今年の夏頃より、様々なことに時間を要すようになり、服薬にも時間が掛かるようになった。歩幅が狭くなり、転倒することもあった。加えて、怒鳴ることや夜中に軟膏を塗るといった行為が出現し、諸検査・治療を希望し、当センターの受診となる。

12/8（火）　久保信子様（69）
現在、八戸市にて夫、長男、次男、長女の5人で生活している。平成23年に次男が脳梗塞を発症。後遺症から本人が次男の介護を行うようになった。その際に、夫にも介護の協力をお願いしたが、「俺が下の世話をするのか！」と拒否されたことでショックを受け、以後夫のことが許せず、必要最低限の会話のみで、些細なことで夫に八つ当たりをするようになった(元々気の強い性格だった)。H26年頃より、物忘れが見られるようになり、2､3日前に誰かが来て話をしたことは覚えているが、話の内容を覚えていないことがあった。また、数分前に話したことを思い出せず、何か理由をつけて忘れてしまったと話すことがあった。家事全般も行っていたが、食事内容が惣菜やそば等、簡単に調理できる料理が増えてきたと長男は感じていた。また、夫に対して強い口調で話すことが多く、以前より怒りっぽくなった。睡眠状況は、23時頃に就床するが、ﾄｲﾚ等で目が覚めると眠れなくなり、また、朝早く目覚めて日中ぼんやりとすることが増えたと本人が話していた。長男から見ると、以前は元気ではつらつとした印象だったが、ここ1年くらいはテレビを見てぼーっとすることが多く、趣味の読書の頻度も減ったように感じていた。食事は元々小食で、食欲は変わらないとのこと。上記状態から、平成27年5月頃におっとも脳神経クリニックにて検査を実施したが異常はなく、平成27年11月10日、八戸赤十字病院の脳ドックではMRI検査実施し、長谷川式27点で、年相応と説明を受け、治療の必要性については説明が無かった。長男としては本人は以前とは様子が違う為、別の病院で再度診断を受け、必要であれば治療をさせたいと希望し、当センターへ相談に至る。
＜外来患者様情報＞

・北山　幸博様…当院退院後、初外来となる。夜間の睡眠はとれており、服薬は行っていると報告している。役所などの手続きで忙しかったようだが、手続き関係はほぼ終了したという。

・松倉　保夫様…認知症の治療のため、12/8（火）11時、東Cユニットへ医療保護入院の予定。

